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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成28年8月4日(2016.8.4)
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【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  53/14     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  32/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  27/04     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ  15/08     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ  11/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｂ    3/00     　　　　
   Ｃ１０Ｇ   53/14     　　　　
   Ｃ１０Ｇ   32/02     　　　Ａ
   Ｃ１０Ｇ   27/04     　　　　
   Ｃ２５Ｂ   15/08     ３０２　
   Ｃ２５Ｂ   11/04     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月16日(2016.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量の電解質溶液の存在下、電気化学反応器において、酸化された硫黄含有炭化水素
化合物を含有する混合物を電気化学的に反応させることを含む、液状炭化水素と酸化され
た硫黄含有炭化水素化合物との混合物の硫黄含量の低減方法であって、電気化学反応は、
酸化された硫黄含有炭化水素化合物の少なくとも一部の、硫黄不含有炭化水素と硫黄副生
物との生成混合物への分解を促進するのに有効な電位で行われる、方法。
【請求項２】
　硫黄不含有炭化水素と硫黄副生物との生成混合物を、硫黄不含有炭化水素と硫黄副生物
とに分離することを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　硫黄不含有炭化水素と硫黄副生物との生成混合物は電解質を更に含有しており、電解質
は硫黄副生物と一緒に排出される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　電気化学反応は２０℃～３５０℃の温度で行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　電気化学反応は３ｋｇ／ｃｍ２～３０ｋｇ／ｃｍ２の圧力で行われる、請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　電気化学反応は０．０５ｈ－１～４．０ｈ－１の液体時空間速度で行われる、請求項１
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に記載の方法。
【請求項７】
　電気化学反応器の全セル電位が、Ａｇ／ＡｇＣｌ参照電極に対して測定して一般に１．
０～２．５Ｖである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　電気化学反応器は、白金、ステンレス鋼およびグラファイトからなる群から選択される
材料から形成された陰極、および白金、ステンレス鋼、ニッケルおよびグラファイトから
なる群から選択される材料から形成された陽極を含んでなる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　電解質溶液は有機溶媒中に電解質塩を含んだものである、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　有機溶媒は、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ニトロベンゼン、ベン
ゾニトリル、Ｎ－ホルミルモルホリン、スルホラン、および前記溶媒の少なくとも１つを
含む混合物からなる群から選択される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　電解質塩はテトラアルキルアンモニウム塩である、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　テトラアルキルアンモニウム塩は、過塩素酸テトラエチルアンモニウム、過塩素酸テト
ラブチルアンモニウム、テトラエチルアンモニウムテトラフルオロボレート、テトラブチ
ルアンモニウムテトラフルオロボレート、テトラエチルアンモニウムヘキサフルオロホス
フェート、テトラブチルアンモニウムヘキサフルオロホスフェート、テトラエチルアンモ
ニウムパラトルエンスルホネート、テトラブチルアンモニウムクロリド、テトラブチルア
ンモニウムブロミド、および前記塩の少なくとも１つを含む混合物からなる群から選択さ
れる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　テトラアルキルアンモニウム塩は、少なくとも０．０５モルの濃度で有機溶媒中に存在
する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　テトラアルキルアンモニウム塩は、少なくとも０．１モルの濃度で有機溶媒中に存在す
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　テトラアルキルアンモニウム塩は、少なくとも０．５モルの濃度で有機溶媒中に存在す
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　炭化水素原料油の脱硫方法であって、
ａ．硫黄含有炭化水素化合物を含んでなる炭化水素原料油を酸化反応器に供給する工程；
ｂ．炭化水素原料油中に存在する硫黄含有炭化水素化合物を選択的に酸化するのに十分な
条件下、酸化反応器において触媒の存在下で炭化水素原料油を酸化剤と接触させ、炭化水
素化合物と酸化された硫黄含有炭化水素化合物との混合物を生成する工程；
ｃ．有効量の電解質溶液の存在下、電気化学反応器において炭化水素化合物と酸化された
硫黄含有炭化水素化合物との混合物を電気化学的に反応させる工程であって、電気化学反
応は、酸化された硫黄含有炭化水素化合物の少なくとも一部の硫黄不含有炭化水素と硫黄
副生物との混合物への分解を促進するのに有効な電位で行われる工程；および
ｄ．硫黄不含有炭化水素を回収する工程
を含む方法。
【請求項１７】
　酸化された硫黄含有炭化水素化合物はスルホンおよび／またはスルホキシドを含む、請
求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　酸化された硫黄含有炭化水素化合物はスルホンおよび／またはスルホキシドを含む、請
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求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　酸化された硫黄含有炭化水素化合物はディーゼル原料油流に由来する、請求項１に記載
の方法。
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